
法

律

平成™œ年˜˜月™ 日 金曜日 (号外第™œŸ号)官 報

第
六
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
防
災
会
議
（
市
町
村
防
災
会
議
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町

村
の
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）は
、
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
の
基
本
と
な
る

べ
き
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の
期
間
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
推
進
計
画
の
特
例
）

第
六
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
事
項
を
定
め
た
部
分
は
、
推
進
計

画
と
み
な
し
て
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
を
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
規
程
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
規
程
」
に
改
め
、
同
項
中
第
八

号
を
第
九
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
地
震
防
災
応
急
計
画
（
同
法
第
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
地
震
防
災
応
急
計
画
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」

を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基
本
計
画
は
」
の
下
に
「
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
の
意
義
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、「
東
南
海
・
南
海
地
震

に
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
」
に
、「
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
」
を
「
及
び
基
本
的
な
施
策
に
関

す
る
事
項
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
方
針
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
推
進
計
画
」
に
改
め
、「（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）」を
削
り
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災

対
策
計
画
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の

次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
国
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
施
策
の
具
体
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

中
央
防
災
会
議
は
、
基
本
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
実
施
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
の
形

態
並
び
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
地
震
動
及
び
津
波
の
規
模
に
応
じ
て
予
想
さ
れ
る
災
害
の
事
態
が
異

な
る
こ
と
に
鑑
み
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
の
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

５

基
本
計
画
は
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す

る
地
震
防
災
基
本
計
画
と
整
合
性
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
指
定
行
政
機
関
」
と
い
う
。）」
を
、「
指
定
地
方

行
政
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
指
定
地
方
行
政
機
関
」
と
い
う
。）」
を
、「
規
定
す
る
指
定
公
共
機
関
」
の
下
に「（
以
下

「
指
定
公
共
機
関
」
と
い
う
。）」
を
、「
指
定
地
方
公
共
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
指
定
地
方
公
共
機
関
」
と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
避
難
地
、
避
難
路
、」を
「
避
難
施
設
そ
の
他
の
避
難
場
所
、避
難
路
そ
の
他
の
避
難
経
路
、

避
難
誘
導
及
び
救
助
活
動
の
た
め
の
拠
点
施
設
そ
の
他
の
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
い
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
」
に
、「
及
び
円
滑
な
避
難
の

確
保
」
を
「
、
円
滑
な
避
難
の
確
保
及
び
迅
速
な
救
助
」
に
改
め
、「
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
上
重
要
な
対
策
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
削

り
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項

四

関
係
指
定
行
政
機
関
、
関
係
指
定
地
方
行
政
機
関
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
指
定
公
共
機
関
、
関
係
指
定

地
方
公
共
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
協
力
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
上
重
要
な
対
策
に
関
す
る
事
項
で
政
令

で
定
め
る
も
の

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
八
十
七
号

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
災
害
が
甚
大
で
、
か
つ
、
そ
の
被
災
地

域
が
広
範
に
わ
た
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策

推
進
地
域
の
指
定
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
等
の
作
成
、
地
震
観
測
施
設
等
の
整
備
、
地
震
防

災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
等
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域

の
指
定
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
等
の
作
成
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
避
難
対
策
特
別
強
化
地
域

の
指
定
、
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
の
作
成
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
に
係
る
財
政
上
の
特
別
の
措
置
に
つ
い
て

定
め
る
と
と
も
に
、
地
震
観
測
施
設
等
の
整
備
等
に
つ
い
て
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
」
を
「
災
害
対
策
基

本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）、
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
一
号
）
そ

の
他
の
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
法
律
と
相
ま
っ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
を
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
」
に
、「
遠
州
Í
西
部
か
ら
熊
野
Í
及
び
紀
伊
半
島
の
南
側
の
海
域
を
経
て
土
佐
湾
ま
で
の
地
域
並
び
に
」

を
「
南
海
ト
ラ
フ
及
び
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
南
海
ト
ラ
フ
」
と
は
、
駿
河
湾
か
ら
遠
州
Í
、
熊
野
Í
、
紀
伊
半
島
の
南
側
の
海
域
及
び

土
佐
湾
を
経
て
日
向
Í
沖
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
及
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
が
接
す
る
海
底
の
溝
状
の

地
形
を
形
成
す
る
区
域
を
い
う
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
東
南
海
・
南
海
地
震
が
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
」
に
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
」
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第

四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
推
進
地
域
を
指
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
し
て
科

学
的
に
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
も
の
を
想
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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